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“放射線技師の83％がゴリラを⾒逃した”
By Trafton Drew, Harvard Medical School

⼈は無意識的に情報を選択している

出典：”The Invisible Gorilla Strikes Again:Sustained Inattentional Blindnessin Expert Observers”, Trafton
Drew, Melissa L.‐H. Võ, and Jeremy M. Wolfe, Harvard Medical School.
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⼈は⾒たいモノしか⾒ない
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 ⼈の認知には無意識にバイアス（認知バイア
ス）がかかっている。

 特定の集団は特定のバイアスにかかってること
が多い。（専⾨家バイアス）

 多様性を活かしながら積極的にバイアスがかか
って⾒えていないところを⾒に⾏くこと。

 多様性を活かすのは簡単でない。そのためには
道具（＝⽅法論）が必要。



技術による変⾰

⽬的

現在
実現可能な⽬的⽬的

新たに実現できるよう
になった⽬的

新技術を活⽤した Transformation

新たな⽬的を
新たな⼿段を活⽤して実現する仕組み

＝アーキテクチャ

Transformation

既存の⼿段新たな⼿段(ex デジタル）
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社会実装までを考えて社会実装までを考えて
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ImPACTプログラム
オンデマンド即時観測が可能な
合成開⼝レーダ衛星システム
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解決すべき社会的課題等
⾃然災害の発⽣等の緊急対応をするためには、周辺領域を含めた状況の把握が必要であるが、
現在は情報収集が⼗分であるとは⾔いがたい。国⺠の安全をより確かなものとするために、
⾬天・強⾵・夜間でも、⾃然災害等の緊急対応時に、被災地周辺領域を含めた状況を速やか
に把握可能とすることが必要である。

オンデマンド即時観測 が可能な 合成開⼝レーダ 衛星システム

災害発⽣からなるべく早く
状況把握のため観測を実施

光学カメラでは実現不可能な
全天候対応・昼夜問わない観測が可能

光学カメラでは実現不可能な
全天候対応・昼夜問わない観測が可能

広域の同時状況把握に
最適な衛星による地球観測
広域の同時状況把握に
最適な衛星による地球観測

研究開発構想
災害等の緊急時対応に⾼い効果を発揮するオンデマンド即時観測
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⽬標性能

shirasaka@sdm.keio.ac.jp 

重量 : <100kg級, 空間分解能 : 1m
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オンデマンド打ち上げ時の検討

総合システム設計

コンステレーションに向けた
実証機⽤システム設計

オンデマンド
運用フェ ーズ

定常運用
フェ ーズ

４ つの構成要素に機能
を割り 当てた結果の図

DL

観測

打上・
分離

打上
準備

データ
処理・
提供

システム
コマンダー

輸送系 地上系 衛星系

タイムライン

軌道

運⽤シーケンス

運⽤シーケンス

地上システムブロック



ImPACT⽩坂プログラムの成果を活⽤し、社会実装を担うベンチャー
企業、株式会社Synspectiveを2018年2⽉に設⽴。シリーズAで100
億、シリーズBまでで合計230億円強の資⾦調達を⺠間から実施済み。
現在、社員180⼈強、29カ国のメンバー。

株式会社Synspective 会社概要

shirasaka@sdm.keio.ac.jp  10



社会実装に向けておこなったこと
• ユーザー価値の再認識
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現状の地球観測衛星の評価軸
空間分解能 時間分解能

⼤型衛星

⼩型衛星
（コンステレーション）

高

低

低

評価軸の⾒直し

高

災害のために必要な評価軸（ユーザー価値に直接つながる評価軸）は
“即時性（Responsiveness）”.

災害のために必要な評価軸（ユーザー価値に直接つながる評価軸）は
“即時性（Responsiveness）”.
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評価軸の⾒直し
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即時性

撮像

発⽣

ダウン
リンク

情報化

情報提供

⼈が災害が起きたことを認識
どこを撮像するかを⼈⼯衛星に指⽰
⼈⼯衛星が上空に来て撮像

災害発⽣



評価軸の⾒直し
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災害発⽣

IoTセンサ、SNS解析を活⽤した
状況⾃動認識

• ⾃律化機能を活⽤した⾃動撮像
• On-board Deep Learningを使

った状況情報⾃動抽出

災害情報の
ダウンリンク

⼈⼯衛星の“エッジ化“と、地上のIoT技術、情報処理技術を活⽤すること
でこれまでにない”即時性”という特徴を持たせる。新たな研究項⽬も発⽣



社会実装に向けておこなったこと
• ユーザー価値の再認識
• スピード重視
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想定スケジュール
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2016 2017 20222019 2018 2020 2021 2023 
ImPACT資⾦による開発フェーズ

外部資⾦による開発フェーズ

実⽤フェーズ

2024 
軽量化
検討

SARとバスの結合
（インテグレーション）

軌道上実証

地上実証

衛
星

シ
ス

テ
ム

フライト可能
モデル製造

軽量化検討

地上実証

設計検証
モデル評価等

設計検証モデル評価等
（⼀部のバス機器）

地上
実証

出資元との調整 フライト可能
モデル製造

（全バス機器）

SA
Rシ

ス
テ

ム

実⽤機開発
JV等によるSARデータ利⽤ビジネスの拡⼤

実⽤

実⽤機
打上げ

ImPACT開発の実証機
⽬標重量︓120kg

ImPACT開発の実証機
⽬標重量︓120kg

１年の前倒し︕︕
そのために性能は諦めて良しとする︕

研究者は喜ばない決断 重さや一部の性能はこだわらない



社会実装に向けておこなったこと
• ユーザー価値の再認識
• スピード重視
• ユーザー中⼼︓上だけでなく下も
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利⽤者開拓を考えると
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SARデータを使い慣れている
災害対応研究機関ならデータ
を渡せばOK

初めてSARデータを使うユー
ザーにこのデータを渡して利
⽤可能なのか︖

データを処理して、ユーザー
の必要な情報に変換するとこ
ろまで実施することが必要︕

SARデータ解析可能なメンバ
ーおよび組織を追加

データないからお客がつかない
お客がいないから、衛星が打ち上げられない

という状況を回避するため

データないからお客がつかない
お客がいないから、衛星が打ち上げられない

という状況を回避するため



衛星データ利⽤ビジネスにおける
⾯⽩さのポイントとは何か︖︖

優れた衛星データ利⽤事例といわれてい
るもの27件をピックアップして分析

• 衛星画像から⾒えることと、解決する課題が遠いため、
簡単に結びつかない

• 可視化をして、結び付けることを⽀援

ニーズ シーズ

とおい︕︕

石油タンク
屋根の影の

面積

石油貯
蔵量

石油価格
の予測

投資家

石油タン
クの屋
根の高

さ

石油貯
蔵量の
変化
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衛星データ利⽤の促進 衛星データ利⽤を促進するための⼿法

情報の因果関係を活⽤・可視化により創出

明らかに衛星データだけでは、欲しい情報が作り出せない
ニーズからいくと、衛星データに辿り着かない場合が多い
明らかに衛星データだけでは、欲しい情報が作り出せない
ニーズからいくと、衛星データに辿り着かない場合が多い

2018.6.13 慶應大学
2018.12.4 山口大学
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まとめ

• 価値創造（実装）のためには
–価値受益者の観点で全体を設計
• 研究テーマがそこからうまれることもある

–ビジネスには競合がいる
–観測衛星（⼿段）から⽣まれるデータ（⼿

段）を、どのように価値（⽬的）に、つなげ
る（アーキテクチャ）のか︖
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Design the future!
www.sdm.keio.ac.jp

Design the future!
www.sdm.keio.ac.jp

日吉駅前 協生館日吉駅前 協生館


